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ア
メ
リ
カ
で
の
株
価
大
暴
落
に
端
を
発

し
た
世
界
恐
慌
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
巻

き
込
ん
だ
フ
ァ
シ
ズ
ム(

独
裁
体
制)

の
台

頭
、
軍
国
主
義
の
高
ま
り
な
ど
、
一
九
二

〇
年
代
か
ら
十
年
ほ
ど
の
間
に
世
界
で
起

き
た
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
当
時
の
日
本

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

特
に
、
一
九
二
九
年
に
起
き
た
世
界
恐

慌
の
波
は
地
方
に
も
お
よ
び
、
秋
田
市
で

も
木
工
や
鉄
工
業
な
ど
の
分
野
で
た
く
さ

ん
の
失
業
者
を
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農

産
物
の
値
下
が
り
に
よ
る
農
村
部
へ
の
影

響
は
深
刻
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

当
時
、中
国
に
進
出
し
て
い
た
日
本
は
、

恐
慌
に
苦
し
む
国
内
の
農
民
を
満
州
に
移

住
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
領
土
を
広
げ
よ
う

と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
三
七
年
、

北
京
郊
外
の
廬ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

で
日
中
両
軍
が
衝

突
。
宣
戦
布
告
の
な
い
ま
ま
日
中
戦
争
へ

と
突
入
し
ま
し
た
。

戦
争
の
長
期
化
に
備
え
た
日
本
政
府

は
、
一
九
三
八
年
に
国
民
の
生
活
を
統
制

す
る
「
国
家
総
動
員
法
」
を
制
定
。
翌
年

に
は
防
衛
活
動
を
強
化
す
る
た
め
「
警
防

団
令
」
を
公
布
し
ま
し
た
。

市
内
の
各
町
内
で
も
盛
ん
に
防
空
演
習

が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
飛
行
機
か
ら

投
下
さ
れ
た
焼し

ょ
う

夷い

弾だ
ん

な
ど
に
よ
る
火
災
を

想
定
し
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
が
中
心
で
し

た
。日

本
軍
は
中
国
で
根
強
い
抵
抗
に
あ

い
、
戦
争
が
長
期
化
。
中
国
を
支
援
す
る

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
対
抗
し
つ

つ
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
侵
攻
を
進
め
ま
し

た
。
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
日
本
軍

は
、
イ
ギ
リ
ス
領
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
す

る
と
と
も
に
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
に
あ
る

ア
メ
リ
カ
軍
基
地
を
攻
撃
。
こ
う
し
て
、

太
平
洋
戦
争
は
始
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
や
南
太

平
洋
の
島
々
を
占
領
し
た
日
本
軍
で
し
た

が
、
一
九
四
二
年
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
沖
海

戦
の
敗
北
を
機
に
、
戦
況
は
不
利
に
。
戦

争
が
長
引
く
に
つ
れ
て
、
日
本
国
内
の
民

衆
の
生
活
も
苦
し
く
な
り
、
生
活
物
資
の

ほ
と
ん
ど
が
配
給
制
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
徴
兵
に
よ
り
、
多
く
の
労
働
者

が
戦
地
に
召
集
さ
れ
、労
働
力
が
不
足
し
、

中
学
生
や
女
学
生
が
軍
需
工
場
で
働
か
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
六
十
年
―
。

ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
日
本
が
攻
撃
し
て
開

戦
し
た
太
平
洋
戦
争
は
、
そ
ん
な
に
遠
い
昔

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
望
み
は
し
な
い
“
悲
し
い
歴
史
”
は
、

こ
う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

世
界
恐
慌
、軍
国
主
義
。

時
代
は
戦
争
へ

戦
争
の
長
期
化
で

国
民
の
生
活
は
困
窮

出征兵士を見送る人たち(新屋)

終
戦
ま
で
の
で
き
ご
と

一
九
二
九
年

(

昭
和
四
年)

▼
ア
メ
リ
カ
で
の
株
価
大

暴
落
に
よ
る
世
界
恐
慌

一
九
三
一
年

(

昭
和
六
年)

▼
満
州
事
変
起
こ
る

一
九
三
四
年

(

昭
和
九
年)

▼
東
北
地
方
で
冷
害

一
九
三
七
年

(

昭
和
十
二
年)

▼
廬
溝
橋
事
件
起
こ
る

一
九
三
八
年

(

昭
和
十
三
年)

▼
国
家
総
動
員
法
を
施
行

一
九
四
一
年

(

昭
和
十
六
年)

▼
十
二
月
八
日
、
日
本
軍

が
真
珠
湾
を
攻
撃

一
九
三
九
年

(

昭
和
十
四
年)

▼
警
防
団
令
の
公
布
に
よ
り
、

秋
田
市
警
防
団
を
設
置

終
戦
ま
で
の
で
き
ご
と

日
中
戦
争
へ
突
入

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

太
平
洋
戦
争
勃
発

防空演習の一環として行われた家庭防火訓練
(現在の中通六丁目で) …昭和13年９月
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秋田公立美術工芸短大開学10周年記念

８月４日(木) 12日(金)
午前９時～午後５時
※入館は４時30分まで

アトリエももさだ
約120人の漫画家や作家がつづる昭

和20年の絵手紙。戦後60年の今年、平
和への願いを込めたメッセージをご覧
ください。観覧無料。

おもな出展者

森田拳次、ちばてつや、赤塚不二夫、
永六輔、海老名香葉子、黒柳徹子、さい
とう・たかを、里中満智子、志茂田景樹、
手塚治虫、バロン吉元、松本零士、三
浦朱門、水木しげる、やなせたかし　　　

問い合わせ

美術工芸短大事務局総務課tel(888)8100

ちばてつやさんの作品

原爆犠牲者に黙とう
を捧げましょう
８月６日は広島に、９日は長崎に原

爆が投下された日です。原爆犠牲者の
めい福と恒久平和を祈り、１分間の黙
とうを捧げましょう。

黙とうに合わせてサイレンが鳴ります

広島　８月６日午前８時15分　
長崎　８月９日午前11時２分

秋田市消防本部では、上記の原爆が
投下された時間および、終戦記念日の
８月15日(月)正午に、河辺・雄和地域
を含む市内すべての消防署、出張所、
分署で１分間サイレンを鳴らします。
お間違いのないようにお願いします。

●原爆が投下された日時

こ
の
こ
ろ
、
空
襲
警
報
が
し
ば
し
ば

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
各
地
で

防
空
壕

ぼ
う
く
う
ご
う

が
作
ら
れ
、
市
内
で
も
、
職
場

や
学
校
の
ほ
か
、
千
秋
公
園
な
ど
に
も

横
穴
式
の
防
空
壕
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

本
土
決
戦
の
気
運
は
、
否
応
な
し
に

地
方
に
ま
で
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

一
九
四
四
年
、
日
本
に
近
い
サ
イ
パ

ン
島
が
ア
メ
リ
カ
軍
に
占
領
さ
れ
る
と
、

日
本
の
多
く
の
都
市
や
軍
事
施
設
は
、

連
日
、
激
し
い
空
襲
に
あ
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

翌
四
五
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲

で
は
、
一
晩
で
約
十
万
人
が
死
亡
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
八
月

六
日
は
広
島
に
、
八
月
九
日
は
長
崎
に

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
数
多
く
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。

秋
田
市
に
も
ア
メ
リ
カ
軍
の
爆
撃
機

が
飛
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
十
四

日
夜
に
は
、
土
崎
の
日
本
石
油
製
油
所

周
辺
が
空
襲
に
あ
い
、
市
民
九
十
三
人

が
死
亡
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
日

本
政
府
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入

れ
て
降
伏
し
た
の
は
八
月
十
五
日
。
土

崎
空
襲
は
、
終
戦
ま
で
わ
ず
か
あ
と
一

日
の
出
来
事
で
し
た
。

な
ぜ
、
戦
争
は
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
答
え
は
簡
単
に
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
は
伝
え
き
れ
な
い
た
く
さ
ん

の
犠
牲
者
が
い
た
こ
と
を
。

誰
も
望
ま
な
い
“
悲
し
い
歴
史
”
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
…
。

終
戦
前
夜
、

悔
や
ま
れ
る
土
崎
空
襲

秋田歩兵第17連隊のほか、市内の中学生、在郷軍人会など2,400人が
参加した軍事演習。広小路から千秋公園を攻撃しています

一
九
四
五
年

(

昭
和
二
十
年)

▼
八
月
六
日
、
広
島
に
原
爆
投
下

▼
八
月
九
日
、
長
崎
に
原
爆
投
下

▼
八
月
十
五
日
、
日
本
政

府
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受

諾
し
、
無
条
件
降
伏

一
九
四
二
年

(

昭
和
十
七
年)

▼
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
沖
海
戦

で
日
本
軍
が
敗
北

一
九
四
四
年

(

昭
和
十
九
年)

▼
ア
メ
リ
カ
軍
が
サ
イ
パ

ン
島
を
占
領
。
日
本
本

土
へ
の
空
襲
が
ひ
ん
ぱ

ん
に

八
月
十
四
日
、
土
崎
空
襲

土
崎
空
襲
で
投
下

さ
れ
た
爆
弾

食糧増産のため、女学生も勤
労奉仕にかりだされました

…昭和16年

▼

▼
▼


